
 採択企画の実践と効果検証  
「利活用に際してのハードルは何か？」 
「それをどのように乗り越えていくのか？」 
「ＧＩＳを使うとどんな効果があるか？」 
を実際に検証（実用推進実験の実施） 

ＧＩＳ利用定着化事業の実施フロー 
 
 
 
 
 
 

１年目（平成 15 年度） ３年目（平成 17 年度） 

一般の国民がＧＩＳを不可欠なツールとして

利活用するためのプロセスを提示 
多数の一般ユーザー等が参加する 

実用推進実験を実施して、ライブ的に公開 
実験成果を活用し、多様な手段を通じて

国民全般に普及拡大 

ＧＩＳの利用定着を推進する実用推進実験の企

画案の公募（想定する利用者例：一般家庭、教

育、個人事業者、ＮＰＯ、自治体 等） 

審査委員会による審査 

採択企画の決定 

実用推進実験の進捗状況を逐次記録、公開 
（課題克服ポイントの抽出、ＧＩＳ利用効果の

提示等） 

 事例の整理分析  
「ＧＩＳでこんなにうまくいった！」利活用事

例を生活感覚で整理 
（例：「あの有名人もＧＩＳのユーザーに！」、

「町民の半分がＧＩＳユーザーに！」、「1,000
人がＧＩＳを使って●×を購入！」） 

課題克服ポイント及び利活用事例をＰＲ 

利活用事例のＰＲを進めるなかで、ＧＩＳ

の社会定着を推進 

ＧＩＳを活用することで、豊かな国民生活

を実現する社会を構築 

ＰＲ活動の実施 

２年目（平成 16 年度） 

ＧＩＳ利用環境の課題を抽出、政策的対応への提言 

採択企画に基づく実践プログラムの構築、環境

構築（一般的なアプリケーションとデータの活

用）及び実験参加者（モニター等）の募集等 


